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＜意見＞募集要綱
6．入札の条件
　(2)契約電源等の運用
　　a.全系統ブラックスタート
　　　(c)復旧作業訓練
および
　　b.一部系統ブラックスタート
　　　(c)復旧作業訓練

・復旧作業訓練において、「訓練・試験・教育に係る諸費用はすべて契約書負
担となります。」とあるが、具体的にどのようなもの（規模、頻度、求められ
る水準等）を想定しているのか、事前にご提示いただきたい。
・ブラックスタート機能を提供するにあたっての教育とは具体的に何を指すの
かご提示頂きたい。
・これらに係る費用は、最低保証額への織り込みが必要となることから、適切
に見積もりが行える程度の情報提示は必要と考える。

訓練は全直、1回／年程度、札幌市内で、乙が設定するシミュ
レーター訓練に参加していただくことを想定しております。
試験は本契約の機能を維持できることを求め，教育は本契約
を満足できる運転ができることを求めます。
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＜意見＞募集要項
９．主な契約条件
　(2)料金
　　　1ポツ目

・調整式水力（安定電源）の場合においては、容量市場メインオークションへ
の応札容量と「本募集で落札した契約電源等の主機の送電端出力×調整係数」
の乖離が非常に大きいため、調整係数は1ではなく、自流式水力の調整係数を適
用すべき。

基本料金については、容量市場メインオークションにおける
「期待容量」を用いて算出させていただくこととなっている
ことから、容量市場メインオークションにおいて適用される
調整係数を用いて基本料金を算出いたします。
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＜意見＞募集要綱
９．主な契約条件
　(3)契約解除
　　　2ポツ目

・契約者の都合によって契約を解除することとなった場合、代替手段を確保す
るために要した費用の実費の負担を契約者に求めるとされているが、本来、ブ
ラックスタート機能が無ければ貴社が負担していた費用であり、契約者に対し
て求める費用は基本料金を超えない範囲とすべき。

契約後に解除された場合、代替手段の確保に伴い追加で発生
した費用についても申し受けるものです。
ご理解をお願いします。
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＜意見＞契約書（ひな型）(案)
第20条（自己都合による解除または解除
に伴う費用の申し受け）

・契約者の都合によって契約を解除することとなった場合、代替手段を確保す
るために要した費用の実費の負担を契約者に求めるとされているが、本来、ブ
ラックスタート機能が無ければ貴社が負担していた費用であり、契約者に対し
て求める費用は基本料金を超えない範囲とすべき。

契約後に解除された場合、代替手段の調達に伴い追加で発生
した費用についても申し受けるものです。
ご理解をお願いします。
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＜意見＞提出様式(案)
様式５　発電設備の運転実績

・「発電機の運転実績（2019 年度実績および年度末）について記入」とある
が、項目によっては2019年度の実績を記載するのか、運転開始から2019年度末
までの累計実績を記載するのかが判りづらいため、判りやすい記載に見直して
いただきたい。

提出様式５は次のように記載願います。
　発電所名：発電所の名称を記載ください。
　出力：対象発電所の認可出力を記載ください
　営業運転開始年月：営業運転を開始した年月を記載くださ
い。
　運転年数：運転開始から2019年度末までの実績を記載くだ
さい。
　総発電電力量：運転開始から2019年度末までの実績を記載
ください。
　設備利用率：2019年度の設備利用率を記載ください。
なお、提出様式にもその旨記載いたします。
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